
手銭家資料を活用した江戸時代の出雲文化の発掘と再生事業

一平成 29 年度出雲文化活用プロジェク卜実施報告書 －

金平成29年度文化庁「地域の核となる美術館歴史博物館支援事業」
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出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

出
雲
大
社
に
ほ
ど
近
く、
神
迎
の
道
に
面
し
て
居
を
構
え
る
手
銭
家
は、
江
戸
時
代
前

期
に
大
社
ヘ
移
り
住
み、
酒
造
業
の
傍
ら
御
用
商
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
売
を
営
む
と
と

も
に、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の
問、
長
く
大
年
寄、
御
用
宿
な
ど
を
仰
せ

付
か
つ
て
き
た。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
手
銭
家
に
は、
絵
画、
工
芸、
万
剣
万
装
具
等

の
美
術
資
料
と
生
活
用
具
等
の
民
俗
資
料、
未
整
理
の
資
料
も
含
め
た
膨
大
な
古
典
籍

と
文
書
類、
か
残
さ
れ
て
い
る。

手
銭
記
念
館
は、
手
銭
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
約
五
百
点
の
美
術
資
料
を
基
に
平
成
五

年
に
開
館
し
た
私
立
美
術
館
で、
館
蔵
資
料
お
よ
び
手
銭
家
所
蔵
資
料
を
利
用
し
た
企

画
展
を
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
お
こ
な
っ
て
き
た。

ま
た、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
と
手
銭
記
念
館
は、
平
成
十
七
年

か
ら
手
銭
家
の
蔵
書
に
関
す
る
調
査
を
継
続
し
て
お
こ
な
っ
て
お
り、
公
開
可
能
な
資
料

か
ら
順
次、
島
根
大
学
附
属
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
上
で
公
開
し
て
い
る。

こ
の
よ
う
な
展
示
と
調
査
の
過
程
で、
記
念
館
館
蔵
資
料
と
手
銭
家
に
残
さ
れ
て
い

る
大
量
の
資
料
の
い
ず
れ
も、
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
大
社
町
に
関
す
る
様
々

な
側
面
を
詳
し
く
記
録
し
伝
え
る
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
こ
と
が、
改
め
て
分
か
っ
て
き

た。
そ
こ
で
平
成
二
十
六
年
に、
調
査
研
究
と
資
料
の
活
用
を
よ
り一

層
す
す
め
る
た
め

に、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー、
島
根
大
学
附
属
図
書
館、
手
銭
記
念
館

が
連
携
し
て
『
出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト』
を
発
足
さ
せ
た。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は、
江
戸
時
代
の
歴
史、
社
会、
文
化
を
研
究
す
る
上
で
大
き
な
意

味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
様
々
な
伝
来
資
料
を
整
理
研
究・
解
読・
公
開
す
る
こ
と
に

よ
っ
て、
江
戸
時
代
の
大
社
に
お
け
る
生
活
文
化
や
文
芸
活
動
な
ど
の
様
相
を
広
く
地

域
市
民
と
共
有
し、
ま
た、
大
社
町
の
町
お
こ
し
や
振
興
へ
の
新
た
な
材
料
や
付
加
価
値

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る。

初
年
度
の
平
成
二
十
六
年
度
は
「
文
化
庁
地
域
と
共
働
し
た
美
術
館・
歴
史
博
物
館

ま
え
が
き

創
造
活
動
支
援
事
業」
の
助
成
を
受
け、
『
寓
日
記』
と
文
芸
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化、
特
別

企
画
展
「
江
戸
力
｜
手
銭
家
蔵
書
か
ら
見
る
出
雲
の
文
芸
l」
を
開
催
し
た。

二
年
目
と
な
る
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
は
「
文
化
庁
地
域
の
核
と
な
る
美
術
館・
歴

史
博
物
館
支
援
事
業」
の
助
成
を
受
け、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
て、
江
戸
期
の
出
雲

地
方
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
生
活
文
化、
が
育
ま
れ
享
受
さ
れ
て
い
た
か
を、
よ
り
多
角
的

に
公
開
し
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
試
み
て
い
る。

今
年
度
（
平
成
二
十
九
年
度）
は、
所
蔵
資
料
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ、
連
続
講

座、
企
画
展
に
関
連
づ
け
た
連
続
講
演
会
を
お
こ
な
っ
た。
こ
れ
ら
の
事
業
で
は、
所
蔵
資

料
か
ら
見
え
て
く
る
出
雲
の
文
化
に
つ
い
て、
よ
り
深
く、
よ
り
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
努
め
た。
平
成
二
十
八
年
度
に
続
き
平
成
二
十
九
年
度
も、
島
根
大
学
附
属
図
書
館、

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
で
の
館
外
展
示
を
を
お
こ
な
い、
他
機
関
と
の
連
携、

ア
ウ
ト
リ
l
チ
活
動
の
強
化
を
試
み
た。

ま
た、
こ
れ
ま
で
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
に
お
こ
な
っ
て
き
た
蔵
書
資
料
調
査
や
資

料
解
読
は
継
続
し
て
お
こ
な
っ
た。

出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

公
益
財
団
法
人
手
銭
記
念
館

島
根
大
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー

島
根
大
学
附
属
図
書
館
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手銭記念館

出
雲
市
大
社
町
の
手
銭
家
に
は
江
戸
時
代
の
出
雲
文
化

を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
資
料
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す 。

こ
れ
ら
の
資
料
を
読
み
解
き 、

活
用・
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て 、

出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が

2

0

1

4

年
に
始
ま
り
ま
し
た

。

本
年
も 、

様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す 。

［試食のみ］ 12時半（試食開始は13時から）

’E葺繍ヨ『医書

古典への招待～和歌を中心に～［全5回
和歌研究が専門の野本瑠美先生を講師にお迎えし、かなの読み方、和歌

の歴史と楽しみ方、鑑賞のこつなどを楽しく教えていただく講座を今年も

行います。テキストは、手銭記念館が所蔵する古筆や書籍です。伝来して

きた本や古筆を通して、文芸活動を楽しんだ江戸時代の人々と心が通い

合うような時聞を過ごしていただければと思います。

8月 4 日［金］ 第1回r古今集」と「新古今集」

8月 25 日［金］ 第2回題詠と恋の歌

9月 29 日［金］ 第3回 「枕草子」を楽しむために

10月27 日［金］第4田和歌のお手本「草庵和歌集」

11月 24 日［金］第5回杵築文学あれこれ～和歌で楽しむ杵築文学～

・開催場所：手銭家和室

・時間：13時半～15時半

・定員：毎回30名

・参加費：各回500円（資料代）

・講師：野本瑠美（島根大学法文学部准教授）

2 

毎回好評をいただく江戸時代の料理を再現し試食するワ ー クショップ。

今回は、 当館が所蔵する不昧公の茶会記から、 いくつかの料理を選んで

献立を組み立てました。 手銭家に伝来する器もお楽しみください。

主催：出雲文化プロジェクト｛公益財団法人手銭記念館／島根大学付属図書館／島恨大学法文学部山陰研究センヲー）

助成：平成29年度地織の核となる美術館・歴史樽物館支援事業

3出雲総合芸術文化祭容

初夏の茶懐石

※写真は前田町調理例です．

2017年6月21 日［水］

・集合時間：［調理からの参加］ 1 0時

・開催場所．大社コミュニティセンタ ー

・参加費：2,000円（材料費）

・定員．調理10名試食約20名

・料理指導
・
安藤登（日本料理登わ）

※調理lこ参加される方はエプロンをご持参ください。

使い慣れた包丁があればご持参ください。

E盟I]��亙Em司u・



目器を直そう！～金継ぎ教室～［全6回］

第1回 「漆の不思議な力とその扱しり
修復作品確認

第2回接合
第3回表面を調える
第4回漆を塗る
第5回色漆（金漆）をつける
第6回磨いて完成

割れたり欠けたり した大切な器・元に戻せたらと思っている方は
多いのではないでしょうか。漆を使って欠けや割れを直してみましよう。

5月10日［水］ 10時～12時

6月 14 日［水］ 10時～11時
7月12 日［水］ 10時～11時
7月28 日［金］ 10時～11時

8月 9 日［水］ 10時～11時
9月 13 日［水］ 10時～11時

・弓0 ・＿ r,

・開催場所：手銭家和室
・定員：10名
・参加費：5,000円 （材料費初回lこいただきます）
・指導・ 三宅博士（伝統技術再生工房『方丈庵』代表）

さまざまな伝来資料も参考にし ながら、
江戸時代の生活や文化についてお話しいただく連続講演会です。

・開催場所’手銭家和室
・定員各40名
・参加費：600円（記念館入館料として）

闘精華回江戸を学ぶ

能と神楽～古代の息吹～
神々に捧げる 「 神楽」は出雲ではとても身近な芸能ですが、能・狂言
も、天岩戸で神機達が舞った神楽が源流だという説があるそうです。
神話につ ながる地名や文物が今も残る出雲の地で、能・狂言の世
界 か ら 「 神楽」や「古事記」を覗き、体験してみましょう。世界が広が
る、予測不可能、ドキドキのワ ー クショップです。

2017年 7月 1 日［土］ 15時～17時半頃

・開催場所：手銭記念館第二展示室
・定員：30名
・参加費・ 600円（記念館入館料として）
・講師
安田登（能楽師下掛宝生流ワキ方）
槻宅聡（能楽師森田流笛方）
奥津健太郎（能楽師和泉流狂言方）

－� .. 3置議��司•mι司D

第一因 不昧流茶室をめぐる近代数寄者の普講道楽

2017年 12月2 日［土］ 13時半～15時半
・講師：田野倉徹也（数寄屋建築家、田野倉建築事務所代表）

第二回 江戸時代の旅 一大社参詣と札所巡り ー

2018年 1 月27 日［土］ 13時半～15時半
・講師：岡宏三（島根県立古代出雲歴史博物館専門学芸員）

第三国 俳人の紀行

2018年 2月17 日［土］ 13時半～15時半
・講師：伊藤善隆（立正大学文学部准教授）
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館外展示1

r江戸力一献立色々ー』
2017年 6月 3 日［土］～25 日［日］
・場所島根大学附属図書館

館外展示2

r手銭家資料と大社の芸能（仮）』
2017年 9月 20 日［水］～ 10月 16 日［月］
・場所島根県立古代出雲歴史博物館 常設展示室

\: ．糊山 ール状 ． 
面 停留守 白

一 ー ー ・ 雲

去 し
阿国のa 大

・m神迎の道 本Eト鹿古些
し ．銀行 全こL

., 幅 点・ー 一史代宮町 大土地・き
・・・・・・・荷博出歪＝ι ．物蜜荒神社長 11!! 

①TEL/FAX：〔〕853-53-2000 ιmail: info@tezenmuseum.com 
お名前とお電話番号、参加ご希望のイベントをお知らせください。国－園

開館時間 守口0-16:30
休館日 火曜日（火曜日が祝日の場合は翌日） 12月21日 一 1月5日、 展示替期間中
入館料．大人600円（500円）、高校生以下400円（300円）※（）内は20名以上の団体料金

4ゃ 手銭記念館
- TEZEN MUSEUM 判一

畑
電
鉄

、

J町
内
駅

ゃ帆竺�＝
干699-0751島根県出雲市大社町杵築西2450-1 電話／FAX: 0853-53-2000 E-mail: info@tezenmuseum.com 
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ア
ウ
ト
リ
l

チ

《

料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
催
日

講
師

会
場

参
加
者

椀汁向会
盛 付霊

取引
肴物

香
の
物

「
初
夏
の
茶
懐
石」
》

六
月
二
十一
日

十
時
1

十
四
時

安
藤

登（
日

本
料
理

登
わ）

大
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

調
理

試
食

十
名

三
十一
名

鯛
作
り
身
／
い

り
酒

唐
瓜
／

江
戸
甘
味
噌

竹
の
子

ま
す

の
ふ

わ
ふ

わ

飽
和
煮
／
山
椴

鮎
風
干
／

た
で
酢

火
取
り
芋

胡
瓜
／
奈

良
漬

し
そ

料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
例
年
秋

に
行
っ

て
い

た
が、
こ
れ
ま

で
取
り
上
げ

て
い

な
い
初
夏

の
献
立

を
再
現 、
試

食

しよ
う
と
考
え 、
今
回

は
六
月

の
開
催

と

し
た。

献
立

は
所
蔵
す

る『
大
円
庵
様
御一

代
御

茶
事
記』（
松
江
藩
七

代
藩
主
松
平
治
郷

の
茶

会
を
記

し
た
江
戸
時

代
後
期

の
茶
会

記）
か
ら
選
ぶ

こ
と
と

し

、
日

本
料
理

な
ら
で
は
の
食

材
や
調
理
法

を
出
来
る
だ
け
知
っ

て
い

た
だ
く

こ
と
を
考
え

な
が
ら
探

し
た
が、
こ
の
条
件

、を
満

た

し
、

食
材
も
揃

う
と

い
う
会

は
な
か
な
か
な

く 、
結
局 、「
卯
閏

六
月
三
日」
「
午

五
月
十
九
日」
「
四
月
廿
三
日」

の
三
回

の
料
理

を
組
み
合

わ
せ
て
献
立

を
た
て
た。

今
回

の
特
徴

と

し
て、
以
下

の
点

を
あ
げ

た
い。

料
理
ワ
ー
ク
ショッ
プ

・「
琴
酢」 、「
い

り
酒」

を
作

っ
た
こ
と

・
下
処
理

が
難

し
そ

う
な
こ
と
か
ら
敬
遠

し
が
ち

な、
冬
瓜
や
鱒

を
使

っ
た
こ
と

・
江
戸
時

代
の
料
理

を
具
体
的

に
体
験

で
き
る
と
思

わ
れ

る「
ま
す

の
ふ

わ
ふ

わ」
を
取

り
上
げ

た
事

・
「

江
戸

甘
味
噌」
を
使

っ
た
事

・
手
銭
家

に
伝

来
す

る
江
戸
時

代
の
器

を
用
い

た
こ
と

進と出 とわり る噌た五の は来 事る 法
めな来あからぎ天こが部斗記不賛の江もこ色が歪
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感
想
に
は、

家
で
作
っ
て
み
た
い、

活
用
し
た
い、

次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
欲
し
い、
ま

た
参
加
し
た
い
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
っ
た。

ま
た、

手
銭
家
伝
来
の
器
に
は、

漆
器
の
良
さ
を
感
じ
た、

漆
器
を
使
っ
て
み
た
い、

器
で

料
理
が
よ
り
引
き
立
つ
こ
と
を
感
じ
た
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ、

日
本
の
伝
統
的
な
食

と
器
の
良
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
ち
ら
の
意
図
が
伝
わ
っ
た
と
手
応
え
を
感

じ
て
い
る。

二
O
一

八
年
は
不
昧
公
没
後
二
百
年
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
で、

記
念
事
業
を
主
催
す

る
松
江
市
観
光
課
か
ら
数
人
が、

参
考
に
し
た
い
と
視
察
に
み
え
た。

そ
れ
以
外
に
も、

茶
会
記
や、
こ
れ
ま
で
の
料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て、

問
い
合
わ
せ

や
取
材
が
増
え
つ
つ
あ
る。

来
年
度
以
降
も
継
続
す
る
べ
き
事
業
で
あ
り、

様
々
に
応
用
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
事

業
だ
と
考
え
る。

ア
ウ
ト
リ
i
チ

料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

川一MZN
す

F74

符を
て

伊之／匂

私以降

妥d

caハ
差一
ゐ

弱L 漆

、ふ。

｛ 

し
一
グ
手
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やか
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ア
ウ
ト
リ
！

チ

《

大
社

能
を
知
る
集
い

「
能
と
神
楽

l’

古
代
の
息
吹

1
」

》

講
師

安
田

登（
能
楽
師

下
掛
宝
生
流
ワ
キ
方）

槻
宅

聡（
能
楽
師

森
田
流
笛
方）

奥
津

健
太
郎（
能
楽
師

和
泉
流
狂
言
方）

七
月一
日

十
五
時
j

十
七
時
半

手
銭
記
念
館
第
二
展
示
室

二
十
七
名

開
催
日

会
場

参
加
者

現
代
で
は
高
尚
で
難
解
な
芸
能
と
思
わ
れ
が
ち
な
能

楽
を 、
江
戸
時
代
の
よ
う
に
も
っ
と
身
近
に 、
自
由
に
楽

し
む
た
め
の
入
り
口
に
な
れ
ば 、
と
い
う
趣
旨
で
行っ
て

い
る
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 。

今
回
は 、
『
古
事
記』
か
ら「
天
岩
戸
神
話」 、
「
ス
サ
ノ
オ
に
よ
る
八
岐
大
蛇
退
治」
と
い
う

出
雲
と
関
わ
り
の
深
い
話
を
取
り
上
げ 、
能 、
狂
言
の
歴
史 、
共
通
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
の

解
説
か
ら
始
ま
り 、
神
楽
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
の
か 、
「
面」
は
ど
う
い
う
力
を
持
つ
の
か 、

言
葉
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ 、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
字
ん
で
い
る
の
か
な
ど 、
漢
字 、
彼
岸
と

此
岸 、
古
代
と
現
代 、
人
に
対
す
る
芸
能
と
神
に
対
す
る
芸
能 、
な
ど
様
々
な
要
素
の
お
話
へ

と
話
は
拡
が
り 、
い
つ
も
の
事
な
が
ら 、
盛
り
沢
山
な
内
容
と
な
っ
た 。

最
後
は
狂
言
で
舞
わ
れ
る
神
楽
の
唱
歌
や
謡
曲『
大
蛇』
の一
節
な
ど
を 、
実
際
に
節
を
付

け
て
謡っ
た 。

昨
年
ま
で
は
平

日
の
午
後
に

開
催

し
て
い
た
が 、
今
回
は
土
曜
日
の
午
後
三
時
か
ら
の

開

催
と
し
た
と
こ
ろ 、
こ
れ
ま
で
に
較
べ
て
若
い
方
達
の
参
加
が
随
分
増
え
た 。

続
き
を
聞
き
た
い 、
継
続

開
催
を
望
む 、
と
いっ
た
感
想
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り 、
今
後 、

開
催
時
間
な
ど
を
工
夫
し
継
続
す
る
事
で 、
よ
り
多
く
の
方
達
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
事
が

可
能
だ
と
い
う
感
触
を
得
て
い
る 。

大
社
能
を
知
る
集
い
／
能
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《

小
学
校
で
の
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

能・
狂
言
を
体
験
し
て
み
よ
う
！

安
田

登（
能
楽
師
下
掛
宝
生
流
ワ
キ
方）

奥
津

健
太
郎（
能
楽
師
和
泉
流
狂
言
方）

・
大
社
小
学

校

開
催
日

十
月

十
二

日

午
前

参
加
者

三
十
八
名（
6
年
生）

講
師

－
逢
堪
小
学

校

開
催

日

十
月

十
二
日

午
後

参
加
者

九
名（
6
年
生）

参開園
加催苦
者日米

七十字
十�校
名士
宮日

Z 壬

大
社
町
内
の
小
学

校
に
出
向
き 、
6
年
生
を
対
象
に
行っ
て

い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 。
能
や
狂
言
の
歴
史 、
特
徴 、
表
現
な
ど

を
学
び
な
が
ら 、
能
楽
師
の
声
や
所
作 、
音
を
身
体
で
感
じ
て

も
ら
う
だ
け
で
な
く 、
実
際
に
動
き
声
を
出
し 、
体
験
し
て
み

る 。
神
楽
舞
で
お
こ
な
わ
れ
る「
唱
歌」
と
足
拍
子 、
能・
狂
言
そ

れ
ぞ
れ
の
喜
怒
哀
楽
の
表
現
を
や
っ
て
み
た 。
ま
た 、
狂
言「
盆

山」
を
鑑
賞
し
た 。

先
生
か
ら
は 、
学
習
発
表
会
で
の
生
徒
の
発
声
が
良
く
な
っ

た 、
続
け
て
欲
し
い 、
と
いっ
た
感
想
を
い
た
だ
い
た 。

、》ダ

－
大
社
小
学

校
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学

校



《
器
を
直
そ
う
！

Jet－－金
継
ぎ
教
室
1
》
（
八
王

六

回
）

講
師

開
催
日

三
宅

博
士
（
伝
統
技
術
再
生
工
房
「
方
丈
庵」
代
表）

五
月
九
日
（）
九
月
二
十
八
日

十
時
1
十
二
時

手
銭
家
和
室

十
名

会
場

参
加
者

「
金
継
ぎ」
は、

漆
の
特
性
を
活
用
し
て
器
の
割
れ
や
欠
け
を
補
修
し、

そ
の
庇
を
金
粉
で

覆
う
工
芸
品
の
修
繕
技
法
と
し
て、

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た。
特
に
茶
の
湯
で
は、
陶
磁
器

に
施
さ
れ
た
金
継
ぎ
自
体
を
見
所
と
し
て
楽
し
む
と
い
う、

日
本
独
自
と
い
え
る
美
意
識
も

発
達
し
て
い
る。

講
座
で
は、

皆
さ
ん
に
直
し
た
い
器
を
持
ち
寄
っ
て
も
ら
い、

約
三
ヶ
月
か
け
て、

庇
や
欠

け
を
補
い、
金
粉
を
蒔
き、

研
ぎ
上
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
お
こ
な
っ
た。

漆
に
接
す
る
の
が
初
め
て
の
方、
が
ほ
と
ん
ど
で、

注
意
は
し
て
い
た
も
の
の
か
ぶ
れ
る
方
も

あ
っ
た。
ま
た、

持
ち
寄
っ
た
器
や
破
損
の
状
態
が
様
々
で、

材
質、

破
損
状
態
（
割
れ、

欠
け、

ひ
び
な
ど）
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
補
修
の
仕
方
が
違
い、

講
師
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た。

募
集
の
時
点

で、
も
う
少
し
絞
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
り、

運
営
側
の
認

識
の
甘
さ
が
出
て
し
ま
っ
た。
大
き
な
反
省
点
で
あ
る。

期
間
中、

企
画
展
で
陶
磁
器
を
展
示
し
て
い
た
の
だ

が、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
展
示
作
品
の
補
修
に
目
を
ひ

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で、
金
継
ぎ
の
う
ま
さ
や、

直
し
方
の
意
図
を
考
え
る
な
ど、

美
術
館
で
の
楽
し
み

方、
か
増
え
た、
と
い
う
意
見
も
い
た
だ
い
た。

物
を
大
事
に
す
る
と
い
う
気
持
ち
と
同
時
に、

思
わ

ぬ
所
に
美
を
見
つ
け
る
楽
し
み
方
も
知
っ
て
い
た
だ
け

た
よ
う
で
あ
る。

ア
ウ
ト
リ
I
チ

少
人
数
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
す
ぐ
に
定
員
に
達
し
た
た
め、

募
集
締
め
切
り
後、

ま
た
講
座
修
了
後
に
も、
「
知
っ
て
い
た
ら
参
加
し
た
か
っ
た」
「
次
回
は
い
つ
か
ら
か」
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
を
多
く
い
た
だ
い
た。

希
望
者
は
か
な
り
あ
り
そ
う
だ
が、

継
続
す
る
の
で
あ
れ
ば、

前
述
の
反
省
点
を
ふ
ま
え
て

ど
の
よ
う
な
形
で
や
っ
て
い
く
の
か、
し
っ
か
り
計
画
を
立
て
て
臨
む
必
要
が
あ
る。
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《

連
続
講
座

ア
ウ
ト
リ
！

チ

古
典
へ
の
招
待

（）

和
歌
を
中
心
に

（）
》
（
全
五
回）

講
師

開
催
日

野
本

瑠
美
（
島
根
大
学
法
文
学
部
准
教
授）

八
月
四
日
（）
十一

月
二
十
四
日

十
三
時
半
1
十
五
時
半

手
銭
家
和
室

会
場

昨
年
に
続
き、

手
銭
記
念
館
が
所
蔵
す
る
古
典
籍、

古
筆
切、

美
術
資
料
な
ど
を
テ
キ
ス

ト
に
用
い
た
連
続
講
座
を
開
催
し
た。

こ
の
講
座
は、

所
蔵
資
料
を
用
い
る
こ
と
で、

所
蔵
資
料
や、

江
戸
時
代
の
大
社
に
お
け

る
文
芸
活
動
に
つ
い
て
発
信
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る。

本
年
度
は
和
歌
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
資
料
を
選
ん
だ。

変
体
仮
名
や
崩
し
字
の
読
み
方、

歌
集
や
短
冊、

懐
紙
で
の
表
記
の
仕
方、

解
釈
や
鑑
賞

の
ポ
イ
ン
ト
は
勿
論、

歌
集
の
成
り
立
ち
ゃ
楽
し
み
方、

資
料
が
持
つ
文
学
史
中
の
意
義
に

つ
い
て
も
な
る
べ
く
触
れ
る
よ
う
に
心
が
け、

全
体
を
通
し
て
和
歌
文
学
の
歴
史
と
流
れ
に

つ
い
て
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
た。

昨
年
の
講
座
で
は、

時
間
内
に
画
像
資
料
を
解

読
す
る
時
聞
を
多
め
に
取
っ
た
た
め、

毎
回
予
定
し

た
内
容
の
途
中
で
時
聞
が
来
て
し
ま
う
こ
と
が
大

き
な
反
省
点
だ
っ
た
が、

今
年
は、

次
回
使
用
す
る

画
像
資
料
を
先
に
配
布
し
て
あ
ら
か
じ
め
予
習
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
こ
と
で、

講
座
の
内
容
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
る。

ま
た、

手
銭
家
資
料
の
意
義
や
価
値
を
知
ら
せ

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
あ
る。

資
料
準
備
の
過
程
で
新
た
な
知
見
や
疑
問
点
を

い
く
つ
か
得
た
の
で、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後、

調

古
典
へ
の
招
待

査
研
究
を
進
め
て
い
く。

－
第一

回

《
八
月
四
日
》

『
古
今
集』
と
『
新
古
今
集』
」

参
加
者

二
十
五
名

天
皇
や
上
皇
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
勅
撰

歌
集
で
あ
る
「
古
今
集」
と
「
新
古
今
集」
を
テ
キ

ス
ト
に、

季
節
（
暦）
と
天
皇
の
関
係、

勅
撰
集
の

構
成、

ち
ょ
う
ど
三
百
年
の
時
を
隔
て
て
編
ま
れ

た
『
古
今
集』
と
『
新
古
今
集』
か
ら
う
か
が
え
る、

主
題
の
選
択、

感
覚
や
表
現
な
ど
和
歌
の
様
々
な

変
化
に
つ
い
て
学
ぶ。

【
使
用
し
た
資
料】

O
『
古
今
和
歌
集』
（
江
戸
時
代）

。
『
新
古
今
和
歌
集』
（
江
戸
時
代）

－
第
二
回

《
八
月
二
十
五
日
》

題
詠
と
恋
の
歌

参
加
者
二
十
八
名

8 

平
安
末
期
頃
か
ら
次
第
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た、

歌
題
に
即
し
て
歌
を
詠
む
「
題
詠」
。

勅
撰
集
で
は
主
に
男
性
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
て
い
た
「
恋」
の
歌
に
注
目
し、

題
詠
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
を
学
ぶ。

【
使
用
し
た
資
料】

O
『
手
鑑』
よ
り

古
今
和
歌
集
切
（
伝
為
氏
筆）
／
金
葉
和
歌
集
切
（
伝
為
相
筆）

O
『
新
版
絵
入
伊
勢
物
語

上』
（
江
戸
時
代）

。
『
新
古
今
和
歌
集』
（
江
戸
時
代）

－
第
三
回
《
九
月
二
十一

日
》

『
枕
草
子』
を
楽
し
む
た
め
に

参
加
者

二
十
四
名



江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
北
村
季
吟
に
よ
る
注
釈
書『
枕
草
子
春
曙
抄
』

を
テ
キ
ス
ト

に 、
和
歌
が
詠
ま
れ
る
状
況 、
「
春
は
曙」
と
い
う一
言
が
生
ん
だ 、
時
代
を
揺
さ
ぶ
る
新
た

な
視
点 、
当
時
の
宮
中
と
政
治
の
複
雑
な
関
係
に
つ
い
て
学 、
ぶ 。

【
使
用
し
た
資
料】

O『
枕
草
子
春
曙
抄
』（
江
戸
時
代
前
期）

。『
百
人一
首
折
帖
』（
近
衛
信
手
筆

江
戸
時
代
前
期）

O『
三
十
六
歌
仙
画
帖』（
江
戸
時
代
中
期）

－
第
四
回《
十一
月
四
日》

和
歌
の
御
手
本
｜『

草
庵
和
歌
集』
｜

参
加
者

十
八
名

昨
年
も
取
り
上
げ
た『
草
庵
和
歌
集
』

を
本
年
も
取
り
上
げ 、
題
詠
と
本
歌
取
り
の
名
手

頓
阿
が
詠
ん
だ
歌
と
本
歌
を
較
べ
な
が
ら 、
本
歌
取
り
の

和
歌
の
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ 。

【
使
用
し
た
資
料〕

O『
草
庵
和
歌
集
』

O『
三
十
六
歌
仙
画
帖
』（
江
戸
時
代
中
期）

O『
三
十
六
歌
仙
扉
風』（
江
戸
時
代
前
1

中
期）

O『
百
人一
首』（
近
衛
信
手
筆

江
戸
時
代
前
期）

－
第
五
回《
十一
月
二
十
四
日》

杵
築
文
学
あ
れ
こ
れ
1

和
歌
で
楽
し
む
杵
築
文
学
1

参
加
者

十
九
名

手
銭
さ
の
子
に
よ
る
和
歌
の
詠
草
や
様
々
な
消
息
写

し
な
ど
を
テ
キ
ス
ト
に
用
い 、
こ
れ
ま
で
講
座
で
取
り
上

げ
た
資
料
や
内
容
が
杵
築
文
学
の
中
で
ど
の
よ
う
に
活

か
さ
れ
て
い
る
か 、
知
っ
て
い
た
だ
く 。
地
元
の
人
々
の
残

し
た
散
ら
し
書
き
を
読
ん
で
み
る 。

【
使
用
し
た
資
料】

f ぇλ 周

タ分久

w't ママ� <'t 守 t

ア
ウ
ト
リ
！

チ

古
典
へ
の
招
待 。

和
歌
詠
草 、
和
歌
短
冊（
手
銭
さ
の
子 、
他）

O『
朝
宵
草
』（
手
銭
さ
の
子）

O『
消
息
写
し
』（
手
銭
さ
の
子
他）

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
後
期

' ,, 】
空 d
回；； � 

Hi 
新
古
今
集
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《

連
続
講
演
会

「
江
戸
を
学
ぶ」
》

企
画
展
と
連
動
し
た
テ
l

マ
で
行
う
連
続
講
演
会

連
続
講
演
会

不
昧
流
茶
室
を
巡
る
近
代
数
寄
者
の
普
請
道
楽

十
二
月
二
日

十
三
時
半
1

十
五
時
半

田
野
倉

徹
也（
田
野
倉
建
築
事
務
所
代
表）

六
十
名

－

第一

回

日
時

講
師

参
加
者

企
画
展「
茶
の
湯
の
愉
し
み」
に
合
わ
せ
、

茶
室
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た 。

ま
ず、
江
戸
時
代
の
建
築
規
制
の
厳
し
さ
と
、

解
体
し
て
組
み
立
て
る「
移
築」
が
可
能
と
い

う
、

日
本
建
築
な
ら
で
は
の
特
徴
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り、
そ
こ
か
ら
、

様
々
な
茶
室
の
聞
取
り

ゃ
工
夫、
茶
室
か
ら
う
か 、
か
え
る
亭
主（
普
請
し
た
人）
の
茶
に
対
す
る
考
え
方
へ
と
進
ん
だ 。

大
正
六
年
に
は
、

不
昧
公
の
没
後
百
年
を
迎
え
盛
大
な
茶
道
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、

大
正
時
代
の
数
寄
者
達
は
、

不
昧
公
に
触
発
さ
れ
、

様
々
な
茶
室
を
建
て
て
い
る 。
こ
れ
ら

の
茶
室
つ
い
て、
多
く
の
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
、

特
徴
や
見
所
を
示
し
て
く
だ
さっ
た 。

江
戸
時
代
の
建
築
事
情、
茶
室
の
見
所、
不
昧
公
の
思
わ
ぬ
所
へ
の
影
響
な
ど
、

現
代
に
も
繋

が
る
新
鮮
な
内
容
だっ
た 。

不
昧
流
茶
道
を
熱
心
に
学
ん
で
い
た
手
銭
家
十
代

白
三
郎
は
、

昭
和
十
年
代
に一
畳
台
日
中
板
の
茶
室

を
建
て
て
い
る
が
、

不
昧
公
と
大
正
時
代
の
数
寄
者

達
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
も
、

大
き
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か 。

講
演
会
の
後
に
は
、

手
銭
家
の
茶
室
も
公
開
さ

れ
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
興
味
深
そ
う
に
、

茶
室
や

庭
を
見
学
し
て
い
た 。

江
戸
を
学
ぶ

大
社
参
詣
と
札
所
巡
り

平
成
三
十
年一
月
二
十
七
日

岡

宏一
二
（
島
根
県
立

古

代
出
雲
歴
史
博
物
館
専
門
学
芸
員

二
十
四
名

参講日．

加師時第
者 二

菌
日
記

か
ら
見

る
江
戸

の雲 きと り的に拝や動公た でに絵 大 時
旅札大最いはまそな町客大が認理江町よ図室社江代江
か所が後きどたう資 を 限々あの由戸かりと町の戸 b 戸
ら巡かに主のぷな料挙定的つ募と時発家文時中時出時
場りり記伝よ 2 おかげのなさ金し代展々書代世代盟代

」な一号う 2 話らて富春」活てにしがかかかに℃の
で同ぉ起てな卦も 紹 営く秋え動ベ入て増らららも作旅

ド 1
if�！ �ilfi!ttl�日1�， i i 
忠 l 長生 号 � 

0 ！ふ 2 官自主 �i�i 語 i:t 昼
りとー出 と一、 に具中た拝及幕か5」なのし多 出
まが週雲 の fJ な体心参観活府っ とど

古

いく 霊
てで間札 よ戸 一一一一一一一一一一一ー一一一一一ー たの 会
玲き程所 う時 ・・・・・圃圃・園田・圃顕 だ参 昔
々る度巡 に代 閉園・・・E盟田園圃圃� い詣
たプでり 旅の 輯置哩－固

で守雫措置ru 宍者
」チ周

二 を人 出司E画面rr;1L rtnrr11冊H が旅
旅辺

川 楽々 臨且阻比止卓越剛� 訪を 行の 紹 しに 臨副・幽幽薗岨圃睡｜ド寸 付属圏・園圃圃園・圃凪
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れ るを p の大 臼値圏・画面・Ci・E・－闘
楽」巡Z

か社 圃歯周・E，門司・・・劃
し秀室 町参�塁雪面圃圃置置臨 ん
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で
い

た、
江
戸
時

代
の
生
活
や
人
々

の
思
い

を知
る
こ
と
の
出
来

る
講
演
会
だ
っ

た。

－
第
三
回

日
時

講
師

参
加
者

俳
人
の
紀
行

二
月
十
七
日

伊
藤

善
隆（
立
正

大
学
文
学
部
准
教
授）

十
七
名

ピ さこ筆込ほた だの に 道り うも往 時
l - ..，.＂と写まそノ実 。 成つ講Zが俳テ二人企代江

利の込、 川 百はンる 義りずえが切し 0 g皆－講を

り界完 i i 吉富 �i 台？詰？号：�j t �長き；
f ffr J す��＇ 皇号先 ��持���足。� 与与 t 
2 会5五世号事 �： 語ゐ寄与； i

。

会空襲 i 
と将官味宮五句『書 ヘほ俄石く深 担所を 画

�
＇ f� t �を 2 長？量 五主主； Z 長 Z 手記 害」門知 、 のかみのね ん』式 o そが いるた 星

と人る 百 は け 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
てのこ実没元・・・・・・・・・・・・ お 思
江獲いわ．．．．．．．．．．．．．くわ
百得がと利 に ・・・・・・・圃圃・圃圃・・E のれ II 
持やで保革整・・・・・・－圃司圃E ほ 亙

：；�！日・・・E曹...11;t
町2月・・圃－盟国�j門 、 のら冗・・・・圃－・圃・・・俳吋

人自 のだ成．．．．．．．．．．．．．．．謡大
獲己 大 っ形・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・紀社

寓
日
記

か
ら
見

る
江
戸

連
続
講
演
会

江
戸
を
学
ぶ

の
た
め
に

大
社

を
訪

れ
た
俳
人

の
資
料

か
ら、
江
戸
時

代
の
大
社
や
周
辺
地
域

の
俳

諮
事
情
に
つ
い
て

も
触

れ
ら
れ
た。

こ
の
ほ
か、
大
名

の
俳
譜
紀
行 、
明
治
時

代
の
実
業
家

の
俳
諮
紀
行
な
ど 、
身
分

や
立
場
に
よ
っ
て
生

ま
れ
る
独
特

の
世
界
観
や
視
点

を
持
っ

た
俳
諮
紀
行

も
紹
介

さ
れ、
文
学
的
な
面
だ
け
で
な

く、
俳
人
達

の
価
値
観
や
人
間
関
係

と
いっ

た
背
景

を知
る
事
で 、
俳
諮
紀
行

は
よ

り
面
白

く、
多
彩
な
資
料

と
な

る、
と
い
う

こ
と
も知

る
事

が
で
き

た。
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アウ

ト

リ
I

チ

アンケー

ト

種類 ワ ー クショップ ワ ー クショップ 連続講座

大社能を知る集い 初夏の茶懐石 古典への招待
タイトル ～能と神楽～ ～和歌を中心に～

参加人数 27 31 114 （延べ）
回答枚数 23 25 15 

Ql.どのようにし て今日の イベント ・ ワ ー クショップを知りまし たか？
チフシ 15 2 

ウ工ブサイト 。 3 。

友人から 3 8 。

関係者の紹介 8 12 13 
Facebook 。

。

その他 （ツイッタ ー ） （情報誌）

Q2.イベン卜 ・ ワ ー クショップはいかがで し たか？

とても良かった 19 23 12 

良かった 4 3 

どちらとも言えない 。 。 。

良くなかった 。 。 。

無回答 。 。

Q3.本日の内容 は理解 し やすかったですか？
よく理解できた 17 15 6 

おおむね理解できた 4 7 9 

どちらとも いえない 。 。

一部理解で、きなかった 2 。 。

理解で、きなかった 。 。 。

Q4.感想をお聞かせ下さい

能や 狂言は難しいイメ ー ジを 薄味でも 、 食べ るうちに丁度 楽しかった
持っていたが 、 分かりやすく 良くなり満足した

古典がこんなに楽しいと、 再
楽しい話で、興味を持った

器がきれいで料理をひき立て 認識した
講師の方達の熱意が感じられ ていて、 気持 ちよくおいしく

久しぶりに「学ぶ」時間 を
て感動した 食べられた

持つ事が出来た
身体を通して体感して学ぶと 漆器を使いたくなった

宿題があって予習復習が出来
ころ楽しい

鮎の風干と琴酢、 いり酒が参 て嬉しかった
一緒に声を出せて面白かった 考になった。 活用したい

プ口の声や音を身近に感じら 調理、 盛りつけなど懐石料理
れる距離感が良かった の作り方 を間近で見ながら教

日本人の根元的な話から、 今
わり貴重な 体験になった

後の考え方の幅が拡がった 料理と時代背景についての話

QS.今後の企画についてご意見・ご提案などお聞かせください

連続して開催して欲しい 次回も参加したい 講座について

続きをしてほしい 料理、 音楽など日本の伝統文 もっと専門的な 内容を；0人

化に関する事 同じ程度の内容 ；13人
また参加したい（土日に開催 もう少し分かりやすい内容；1
して欲しい） 茶事 人

能・狂言や漢字の話 をもっと
テ ーマについて

聞きたい
くずし字 を読む練習をもっと

日本文化に関する事 したい；8人

作品内容について深く知りた
い；7人

12 



種類 連続講演会 連続講演会 連続講演会
（第一回） （第2回） （第三回）

不昧流茶室を巡る近代 大社参詣と札所巡り 俳人の紀行
タイトル 数寄者の普請道 楽

参加人数 60 24 17 

回答枚数 48 18 9 

Ql.どのようにして今日のイベン卜・ ワ ー クショップを知りましたか？
チフシ 7 5 5 

ウェブサイト 。 。

友人から 13 

関係者の紹介 26 8 

Facebook 。

。 4 

その他 （町内放送） （新聞イベント欄）

Q2.イベン卜・ ワ ー クショップはいかがでした か？

とても良かった 20 11 5 

良かった 22 6 4 

どちらとも言えない 。 。

良 くなかった 。 。

無回答 。

Q3.本日の内容は理解しやすかったですか？
よく理解できた 8 6 4 

おおむね理解できた 34 9 5 

どちらともいえない 2 。

一部理解で、きなかった 4 2 。

理解で、きなかった 。 。 。

Q4.感想をお聞かせ下さい

分かりやす く面白かった 当時の旅の様子がよく分かつ 充実した時間で 、 学びの大切

茶室は皆同じような作りだと
ておもしろかった さを感じた

思っていたが、 色々な様式が 人の考える事は昔も今も余り 「お くのほそ道」 くらいしか
あることがわかった 変わらないのだと興味深かっ 知らなかったので、勉強になっ

茶室の見方が変わると思う
た た

沢山の茶室についてスライド
わかりやすかった 「俳詣紀行 」にも様々あるの

を見ながら説明が聞けて良 図を見るのが楽しくなりそう
だと分かった。 読んでみたい

かった 出雲大社の存在が、 様々な文

近代数寄者の活動について改
化人の訪れを促したと感じた

めて関心を持った 俳詰は敷居が高いと思ってい

不昧についての話をもう少し
たが、 身近に感じられる

聞きたかった

QS.今後の企画についてご意見・ご提案などお聞かせください

茶室見学ツア ー 古文書を読む会 今回は 「旅」 がテ ー マだった

次回も参加したい 昔の生活を知る事の出来るよ
が、 「句集」、 「連句」などの テ ー

うな話を聴 く会
マでも講演を聴きたい

伝統文化と現代美術を組み合 引き続き 、 旅行に関する話を
わせたもの 続きが聴きたい 聴きたい

お茶に関する事

ア
ウ
ト
リ
l

チ

ア
ン
ケ
ー
ト
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ア
ウ
ト
リ
1

チ

《
館
外
展
示
》

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
広
く
公
開
す
る
こ
と、
他
機
関
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
た、
出
張
展
示

－
江
戸
力

（）
献
立
い
ろ
い
ろ
j

期
間

六
月
三
日
（）
二
十
五
日

会
場

島
根
大
学
附
属
図
書
館
展
示
室

所
蔵
す
る
文
書
に
記
さ
れ
た
様
々
な
献
立

と、
用
い
ら
れ
た
食
器
な
ど
を
展
示。

冠
婚
葬
祭
を
は
じ
め
と
し
た
私
的
な
も
て
な
し

で
出
さ
れ
た
献
立
や
御
用
宿
で
出
し
た
食
事
の

献
立
が
記
さ
れ
た
『
寓
日
記』
や
綴
り、
松
江
藩

主
松
平
治
郷
（
号

不
昧）
の
茶
会
記、
他
藩
で
出

さ
れ
た
伊
能
忠
敬
へ
の
献
立
を
調
べ
た
記
録
な

ど
の
文
書
資
料
と、
そ
れ
ら
の
献
立
に
記
さ
れ
て

い
る
本
膳、
二
の
膳、
三
の
膳
や
長
鍋
な
ど
独
特

の
器、
茶
会
で
用
い
る
懐
石
膳
な
ど
を
展
示
し
た。
（
作
品
数

二
十
五
点）

ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
抜
粋
す
る。

〈
印
象
に
残
っ
た
展
示
〉

実
際
の
書
物、
使
わ
れ
て
い
た
道
具

献
立
記
録

江
戸
時
代
の
椀
物
な
ど
が
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
こ
と

伊
能
忠
敬
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
他
藩
の
献
立
を
調
べ
て
い
る
様
子

実
際
に
作
ら
れ
た
料
理
の
写
真
か
ら
文
字
だ
け
で
は
想
像
し
き
れ
な
い
と
こ
ろ

が
カ
バ
ー
で
き
た。

古
文
書
は
読
め
な
い
が、
器
や
道
具
は
興
味
深
か
っ
た

館
外
展
示

〈
コ
メ
ン
ト
と
感
想
〉

実
際
の
書
物
が
あ
り、
そ
れ
に
感
動
し
た

全
部
に
訳
を
つ
け
て
ほ
し
い

江
戸
を
身
近
に
感
じ
た

昔
の
食
文
化
に
興
味
が
あ
る
の
で
と
て
も
面
白
か
っ
た

学
芸
員
の
方
が
常
時
い
て
く
だ
さ
る
と
あ
り
が
た
い

解
説
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
発
行
し
て
ほ
し
い

普
段
な
か
な
か
見
れ
な
い
も
の
な
の
で
見
れ
て
良
か
っ
た

献
立
の
再
現
写
真
が
も
っ
と
あ
る
と
い
い

ま
た
や
っ
て
ほ
し
い

松
江
の
文
化
に
触
れ
ら
れ、
良
か
っ
た

文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
心
配
り
や
人
々
の
や
り
と
り
を
実
際
に
読
ん
で
体
感
し

た
い
の
で、
解
読
な
ど、
読
み
解
く
た
め
の
て、
か
か
り
が
も
っ
と
欲
し
か
っ
た

も
っ
と
企
画
の
広
報
を
し
た
ほ
う、
か
い
い

料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
松
江
で
開
い
て
も
良
い
の
で
は

14 



－
手
銭
家
資
料
と
大
社
の
芸
能

会期
場開

九
月
二
十
日
1

十
月
十
六
日

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物

館
常
設
展
示
室
展
示
ケ
l

ス

u 覇軍
F

’

ー－・・・ーー－ .司F司堕固・且 ・圃圃圃圃且一一三里・・ 圃圃

神
迎
え
の
道
の
傍
ら
に
あ
る
大
土
地
神
社
は 、

長
く
受
け
継
が
れ
て
国
の
無
形
文
化
財
に
も
指

定
さ
れ
て
い
る
大
土
地
神
楽
が
有
名
で 、

毎
年
お

こ
な
わ
れ
る
秋
の
例
大
祭
で
は 、

夜
神
楽
が
上
演

さ
れ
る 。

手
銭
家
は
大
土
地
神
社
に
隣
接
し 、

神
社
に

深
く
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り 、

神
社
や
神
楽

に
関
す
る
文
書
や 、
五
代
当
主

官
三
郎
が
寛
政
十
年（一

七
九
八）
に
献
納
し
実
際
に

使
わ
れ
て
い
た
二
面
の
神
楽
面 、
「
山
の
神」
「
す
さ
の
を」
を
所
蔵
し
て
い
る 。

ま
た 、

蔵
書
調
査
に
よ
っ
て 、

能
楽
関
連
資
料 、

浄
瑠
璃
本 、

地
唄
本 、

鼓 、

太
鼓

な
ど 、

神
楽
以
外
に
も
様
々
な 、

芸
能
に
関
わ
る
資
料
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た 。

大
土
地
神
社
の
秋
の
例
大
祭
と
同
時
期
に
開
催
し
た
今
回
の
展
示
で
は 、

手
銭

家
に
伝
わ
る
芸
能
関
係
資
料
か
ら 、

大
社
の
地
に
し
っ
か
り
と
根
付
き 、

繁
っ
て
い
た

文
化
の
豊
か
さ
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
た 。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は 、

中
村・
大
土
地

両
村
の
氏
子
ら
が
大
土
地
神
楽
を
守
り
伝
え
る
為
に
重
ね
て
き
た
努
力
と
と
も
に 、

江
戸
時
代
の
大
社
の
人
々
が
様
々
な
芸
能
を
楽
し
み 、

熱
心
に
学
ん
で
い
た
様
子
も

う
か 、
か
え
る
よ
作
品
数

二
十
三
点）

ア
ウ
ト
リ
l

チ

館
外
展
示

15 



《
平
成
二

十
九
年
度
企
画
展
》

－

黒
と
彩

墨
色
を
楽
し
む、

色
彩
を
味
わ
う

四

月
一

日

1
七

月
三

日

（
三

O
点
）

平
成
二
十
九
年
度
企
画
展

墨
の
濃
淡
が
表
現
す
る
豊
か
な
色

彩
色
画
の
華
や
か
さ
と
は
か
な
さ

大
き
な
画
面
が
見
せ
る
空
間

フ
レ
ー

ム
に
よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
た
空
間

な
ど

、

水
墨
画
と
彩
色
画 、

扉
風
と
掛
け
物
と
い
う
二

種
類
の
視
点
で 、

作
品
を
対

比
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
い
う
企
画
展 。

前
期
は
水
墨
の
扉
風
と
彩
色
の
掛
け
物 、

後
期
は
彩
色
の
扉
風
と
水
墨
の
掛
け

物
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
展
示
し
た

。

〔
主
な
展
示
作
品
】

四
季
山
水
図
押
絵
貼
扉
風
（
曽
我
蒼
白
）

漁
村
松
図
扉
風
（
長
谷
川
玉
峰
）

、

萄
桟
道
図
扉
風
（
古
市
金
峨
）

金
地
源
氏
物
語
図
扉
風
（
土
佐
派
）

白
鷹
紅
楓
図
（
松
平
綱
隆
）

修
紫
田
舎
源
氏
（
月
岡
芳
年
）

下
部
後
約
図
（
中
西
耕
石）

高
尾
太
夫
図
（
宮
川
長
春）

仙
人
図
（
八
田
古
秀）

波
上
躍
鯉
図
（
円
山
応
挙）

石
曳
猿
図
（
松
花
堂
昭
乗
）

柘
棺
寿
帯
鳥
図
（
萎
愛
）

松
間
明
月
図
（
大
原
呑
舟
）

な
ど

16 



－
憧
れ
の
陶
磁
器

真
似
る、

写
す、

越
え
る

七
月
二

十
六
日
1
九
月
二

十
五
日

（
七
十
二

点）

外
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
舶
来
物
は
ど
の
時
代
で
も
特
別
で
あ
り 、

ど
の
時
代
に

も
憧
れ
の
器
物
が
あ
っ
た

。

海
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
舶
来
の
陶
磁
器
は 、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
文
化
を
担
っ

て
い
た
人
々
に
珍
重
さ
れ 、

真
似
た
り
写
し
た
作
品 、

次
に 、
こ
の
よ
う
な
舶
来
品
に

触
発
さ
れ 、

独
自
の
工

夫
や
表
現
の
加
わ
っ
た
作
品 、

新
た
な
技
法
に
よ
る
作
品 、
か

生
み
だ
さ
れ
て
い
く 。

企
画
展
で
は 、

舶
来
の
陶
磁
器
と
国
産
の
作

品
を
共
に
展
示
し 、

作
る
人 、

使
う
人
が

舶
来

の

品
々
に
感
じ
た

喜
び
ゃ
楽
し
さ

、

オ
リ
ジ
ナ

ル
を
越
え
よ
う
と
す
る
人
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

を
感
じ
て
い
た
だ
く
と
同
時
に

、
こ
の
よ
う
な

作
品
を
楽
し
む
文
化
力
が
当
地
に
も
あ
り 、

作

品
も
伝
来
し
て
き
た

事
を

、

広
く
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
た

。

【
主
な
作
品
】

十
錦
手
皿
（

清）

青
磁
タ
端
山
花
入
写
し
（

土
屋
雲
善）

古
染
付
芙
蓉
手
鉢
（

明
時
代
）

芙
蓉
手
水
禽
図
鉢
（

伊
万
里
）

古
刷
毛
目
三

島
茶
碗
（

高
麗
）

和
蘭
陀
写
蒼
花
文
茶
碗
（

京
焼）

ウ
ィ
ロ
ウ・
パ
タ
ー
ン
絵
皿
（
イ
ギ
リ
ス
）

茶
壷
（

日
宋）

織
部
洲
浜
形
茶
碗

染
付
氷
梅
文
水
指
（

久
村
焼）

古
染
付
寄
向
付
（

明）

な
ど

平
成
二
十
九
年
度
企
画
展
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－
茶
の
湯
の
愉
し
み

真
行
草
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

十
月
七
日
1
十
二

月
二

十
四
日

平
成
二
十
九
年
度
企
画
展

（
九
十
八
点
）

七
回
目
と
な
る、

茶
の
湯
の
企
画
展
「
茶
の
湯
の
愉
し
み」
。

今
回
は
、

茶
の
湯
で
よ
く
使
わ
れ
る
「
真
・

行
・

草
」

と
い
う
言
葉
に
注
目
し
、

台

子、

長
板、

茶
箱
な
ど
何
組
か
の
道
具
組
を
行
っ
た
。

ま
た
、

点
前
の
格
や
場
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る、

様
々
な
花
入
や
香
合
を
展

示
し
た
。

【
主
な
展
示
作
品
】

真
台
子

真
の
点
前

爪
紅
及
台
子

草
の
行
点
前

炉
長
板

行
の
草
濃
茶
点
前

風
炉
長
板

行
の
行
濃
茶
点
前

薄
茶
小
板
点
前

梨
子
地
富
士
三

保
松
原
蒔
絵
茶
箱

旅
箪
笥
（
堀
越
精
峰）

「
流
水
香
」
（
西
田
幾
多
郎
）

力
園
希
棄
（
春
斎

吸
江
斎
文
字
入
り）

粉
溜
秋
野
蒔
絵
棄
（
四
代
小
島
漆
壷
斎）

唐
物
尻
膨
茶
入

虫
図
香
合
（
玉
格
象
谷）

赤
楽
茶
碗

（
楽
左
入
）

菊
絵
茶
碗
（
高
橋
道
八
）

竹
釣
船
花
入
（
有
津
宗
滴
）

七
官
耳
付
青
磁
花
入

桐
秋
草
文
野
点
箱

な
ど
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園
出
雲
今
昔
H
〈
寓
日
記
か
ら
見
る
江
戸
時
代〉

江
戸
時
代
の
旅
行
事
情
ー
さ
の
子
さ
ん
の
旅

平
成
三
O
年一
月
十
日
（）
三
月
十一
日

（
三
十
七
点）

安
政
七
年（一
八
六
O）
の
春 、
手
銭
さ
の
子
は 、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
伊
勢・
上

方
へ
の
旅
ヘ
出
か
け
た 。
六
十
日
に
及 、
ぶ
こ
の
旅
に
あ
た
っ
て
は 、
許
可
を
得
る
た
め

の
根
回
し
な
ど、
江
戸
時
代
な
ら
で
は
の
苦
労
が『
寓
日
記』
に
記
さ
れ
て
い
る
が 、

近
年 、
こ
の
旅
行
の
為
の
行
程
表
や
旅
の
心
得 、
さ
の
子 、
か
持
ち
帰
っ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
土
産
品
な
ど
も
見
つ
か
っ
た 。

企
画
展
で
は 、
さ
の
子
の
旅
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
資
料
の
他 、
手
銭
家
に
宿
泊
し

た
伊
能
忠
敬
に
関
す
る
資
料
な
ど
大
社
を
訪
れ
た
人
々
に
関
す
る
記
録 、
江
戸
時

代
に
出
版
さ
れ
た
名
所
図
会
や
紀
行
文
と
い
っ
た 、
旅
を
巡
る
あ
れ
こ
れ
を
展
示
し

た 。
【
主
な
展
示
作
品】

寓
日
記
六
番 、
八
番 、
九
番

乗
鶴
仙
人
図（
風
外
本
高）

華
岳
健
樹
下
囲
碁
図（
池
大
雅）

蘭
竹
自
画
讃
図（
貫
名
海
屋）

嵐
山
栂
尾
図（
古
市
金
峨）

蝦
墓
仙
人
図（
席
洲）

手
銭
さ
の
子
旅
行
関
連
資
料

参
宮
大
和
巡
道
中
手
引

浪
花
講
定
宿
帳

大
和
巡
り
ひ
と
り
案
内
他

伊
能
忠
敬
関
連
資
料

京
都
順
覧
記

江
戸
砂
子

読ん
ぬ

PZL

3

？

？斗－

h生
／勾

f

ゑゑ
YJ
手i
、

一
タ
チ

γ4
3
zq
乙φL

71

eqz

nβら

下

旬
、
砂川v
mn
m
zh
内

二
万
弘

子
与
タ
ゲ

タ
ル
4

急
対
忽

ゲTh

ノ2

35午、
代省
争倍

移npnt
p
九

日γ
々
れい

ヴin－

h
r
ノ

平
成
二
十
九
年
度
企
画
展

東
国
名
勝
誌

都
林
泉
名
勝
図
会

お
く
の
ほ
そ
道

陸
奥
衡

G－
ス

主叶
ご一’
す
ご一
f9

ハ
石
允
F

す
九

百一
すJ1
zz

d

hZ
後
ご
千
五
丸
F

す
九
万
4
7て
ま一
三
‘

QH
eス
あ
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万
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ヰ
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括

t百
平
成
二
十
九
年
度
度
事
業
に
つ
い
て
総
括
す
る。

手
銭
家
所
蔵
資
料
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト
リ
l
チ
事
業
と
し
て、
四
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ、
連
続
講
座、
連
続
講
演
会、
館
外
展
示、
企
画
展
を
お
こ
な
っ
た。

継
続
し
て
実
施
し
て
い
る「
古
典
へ
の
招
待」、
「
料
理
再
現
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ」
は、
今
回

の
参
加
者
か
ら
も
継
続
希
望
の
声
を
い
た
だ
い
て
お
り、
来
年
度
も
内
容
を
充
実
さ
せ

な
が
ら
続
け
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る。
特
に「
料
理
再
現
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ」
に
つ
い
て

は、
過
去
の
実
施
状
況
や
取
り
組
み
方、
今
後
の
予
定
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
い

合
わ
せ
が
増
え
て
お
り、
他
機
関
と
共
同
し
た
新
し
い
事
業
展
開
も
考
え
ら
れ
る。

こ
れ
ま
で
平
日
の
午
後
に
開
催
し
て
い
た「
大
社

能
を
知
る
集
い」
だ
が、
今
回
は
開

始
日
時
を
土
曜
日
の
午
後
に
設
定
し
て
み
た
と
こ
ろ、
参
加
者
の
年
齢
層
も
地
域
も
広

がっ
た。
来
年
度
も
時
間
帯
な
ど
を
考
え
な
が
ら
継
続
し
た
い。
こ
の
よ
う
な
配
慮
は
他

の
事
業
で
も、
有
効
だ
と
思
わ
れ
る。

大
社
町
内
す
べ
て
の
小
学
校
で
お
こ
な
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
能
と
狂
言
を
体
験
し

て
み
よ
う
！」
は
こ
れ
ま
で
能、
狂
言、
噺
子
方
の
三
名
に
講
師
を
お
願
い
し
て
い
た
が、

昨
年
講
師
の
方
達
か
ら、
時
間
的
な
制
約
が
あっ
て
予
定
し
て
い
た
内
容
を
全
て
盛
り

込
め
な
い
と
い
う
ご
意
見
が
出
た
こ
と
か
ら、
今
回
は
お
二
人
で
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
い

た。
先
生
方
の
評
価
も
高
く、
今
後、
学
校
と
よ
り
緊
密
な
関
係
を
持
ち、
話
し
合
い
を

お
こ
な
い
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い。

島
根
大
学
附
属
図
書
館、
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
で
の
館
外
展
示
も
継
続

事
業
で
あ
る。
当
初
は、
記
念
館
で
お
こ
な
っ
た
展
示
を
抜
粋
す
る
と
い
う
内
容
だ
っ
た

が、
次
第
に
調
査
研
究
を
反
映
さ
せ
た
独
自
の
展
示
や、
記
念
館
で
の
展
示
を
発
展
さ
せ

た
内
容
に
なっ
て
き
て
お
り、
調
査・
展
示・
成
果
発
信
の
繋
が
り
を
実
感
し
て
い
る。

今
年
初
め
て
お
こ
な
っ
た「
器
を
直
そ
う
！
金
継
ぎ
教
室」
は、
「
次
回
は
い
つ
な
の
か」

と
い
う
声
を
多
数
い
た
だ
い
た。
作
業
は
梅
雨
か
ら
初
秋
に
か
け
て
の
季
節、
か
適
し
て
い

る
が、
今
年
度
の
反
省
点
を
修
正
し、
し
っ
か
り
と
準
備
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か、
ど
う

か
に
よ
る
だ
ろ
う。

連
続
講
演
会
は、
企
画
展
と
連
動
し
た
テ
l
マ
で
お
話
い
た
だ
い
た
こ
と
で、
展
示
資

料
に
関
し
て、
よ
り
専
門
的
な
情
報
や
視
点
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き、
地
域
の
歴
史
や

文
化、
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
の
興
味
や
意
識
を
喚
起
す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
た
こ
と
が、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る。
来
年
度
以
降
も、
企
画
展
と
関
連ゃつ
け
た
こ

の
よ
う
な
講
演
会
を
続
け
た
い。

ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も、
「
知
ら
な
か
っ
た」
「
参
加
し
た
か
っ
た」
な
ど
と
後
か
ら

言
わ
れ
る
事
が
大
変
多
く、
な
ん
と
も
悩
ま
し
い。
効
率
よ
く
広
範
囲
に
拡
散
で
き
る
よ

う
な
広
報
活
動
の
工
夫
が
不
可
欠
で
あ
る。

ア
ウ
ト
リ
l
チ
活
動
に
つ
い
て
は
充
実
し
た
成
果、
か
あ
がっ
た
と
言
え
る一
方
で、
平

成
二
十
八
年
度
に
二
年
か
け
て
お
こ
な
う
と
し
た「
江
戸
時
代
か
ら
続
く
松
江
藩
を
支

え
た
旧
家
ミュ
1
ジ
ア
ム
の
国
際
発
信
の
た
め
の
環
境
整
備
事
業」
は、
今
年
度

の申
請

が
通
ら
ず、
進
め
る
事
が
出
来
な
か
っ
た。
昨
年
の
取
材
で
は
大
変
面
白
い
お
話
を
聞
く

こ
と
が
出
来、
様
々
な
展
開
も
可
能
だ
と
考
え
て
い
た
の
で、
企
画
自
体、
か
無
駄
に
な
る

の
は
あ
ま
り
に
も
っ
た
い
な
く、
新
た
な
連
携
や
発
展
を
も
た
ら
す
よ
う
な
方
法
が
な
い

も
の
か
考
え
て
い
る。

所
蔵
資
料
に
つ
い
て
は、
今
年
度
も
個
別
の
活
動
と
し
て
調
査
研
究
を
進
め
た。

文
芸
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
各
資
料
の
解
読、
翻
刻、
研
究
も
蓄
積
さ
れ
て
お
り、
こ

れ
ら
の
成
果
を
ど
の
よ
う
な
形
で
発
信
し
て
い
く
か
が、
今
後
の
課
題
で
あ
る。
ま
た、
調

査
研
究
と
平
行
し
て、
資
料
の
整
理
を
進
め、
よ
り
効
率
よ
く
活
用
し
て
い
く
た
め
の
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る。
そ
の
他
の
文
書
資
料
に
つ
い
て
は、
整
理
が
進
ま
ず、
な
か
な

か
内
容
を
把
握
す
る
ま
で
至
っ
て
い
な
い。

平
成
二
十
七
年
度
に『
寓
日
記』
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
事
で、
平
成
二
十
八
年
度
に
は

『
寓
日
記』
目
次
解
読
を
お
こ
な
う
事、
か
出
来
た。
今
年
度、
二
回
の
館
外
展
示、
企
画
展

「
出
雲
今
昔」
が
出
来
た
の
は、
目
次
作
成
に
よ
っ
て『
寓
日
記』
の
内
容
把
握
が
容
易
に

な
り、
関
連
す
る
記
述
を
取
り
上
げ
る
事、
か
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る。

こ
の
よ
う
に、
所
蔵
す
る
文
書
資
料
を
活
用
す
る
た
め
に
は
整
理
を
進
め
内
容
を
把

握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が、
先、
ず
は
様
々
な
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化、
か
必
須
で
あ
る。

今
回
の
ア
ウ
ト
リ
l
チ
活
動
で
の
手
応
え
と
反
省
点
を
活
か
し
て
来
年
度
以
降
の
活

動
に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に、
他
機
関
と
連
携
し
た
広
が
り
の
あ
る
活
動
の
展
開、
お

よ
び
調
査
研
究
と
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る。

20 



手
銭
家
資
料
を
活
用
し
た
江
戸
時
代
の
出
雲
文
化
の
発
掘
と
再
生
事
業

ー
平
成
2
9
年
度
出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
報
告
書
l

出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会

会

長

手
銭

白
三
郎

公
益
財
団
法
人

手
銭
記
念
館

理
事
長

副

会

長

杉
江

実
郎

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

附
属
図
書
館
長

副

会

長

田
坂

郁
夫

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
法
文
学
部
教
授）

理

事

要
木

純
一

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー

山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
（
法
文
学
部
教
授）

理

事

田
中

則
雄

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー

山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
（
法
文
学
部
教
授）

監

事

舟
本

幸
福

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

附
属
図
書
館

図
書
情
報
課
長

事
務
局
長

手
銭

裕
子

公
益
財
団
法
人

手
銭
記
念
館

事
務
局
長

事
務
局
員

佐
々
木

杏
里

公
益
財
団
法
人

手
銭
記
念
館

学
芸
員

事
務
局
員

昌
子

喜
信

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

附
属
図
書
館

情
報
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
・

リ
ー
ダ
ー

二
O一
八
年
三
月
三
十一
日
発
行

編

集一
出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

編
集
補
助一
連
和
加
子
（
T
E
Z
E
N
）

総
括
文
責一

佐
々
木
杏
里
（
手
銭
記
念
館
学
芸
員）

発

行一

公
益
財
団
法
人
手
銭
記
念
館

一T
六
九
九
ー
O
七
五一
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
西
二
四
五
O

一

T
E
L
／
F
A
X
一

O
八
五
三
l
五
三
l
二
0
0
0



主催：出雲文化活用プロジェク卜

公益財団法人手銭記念館／島根大学法文学部山陰研究センタ ー／島根大学附属図書館

助成：平成29年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業




